
校務情報化部会

広げよう 校務情報化
〜教育の質の改善を目指した教職員間のコミュニティ形成〜

校務情報化部会Webページ
http://www.sendai-c.ed.jp/~j-
suisin/koumu2014/web/koumu26.html

＜校務情報化の視点＞ ＜校務情報化部会の取組＞

効率化により
生まれた時間

児童生徒との
コミュニケーションの

ために！

よりきめ細やかな指導の
ために！

校務支援システムとは

情報の共有や再利用により，業務の軽減と
効率化を図るためのシステムの総称である。
「児童生徒に対する教育の質の向上」と「学
校経営の改善と効率化」による教育活動の質
の改善を目的としている。

＜研究アドバイザー 岩本先生のお話＞

「学び」には「手本となる人」の存在が大切です。児童・生徒の手本は上級生であ
り，教職員でもあります。手本となる人には，物事に前向きで，共通の目標に向け
協働し，常に行動を改善し，丁寧に説明する姿勢が求められます。

自律した教職員が情報を共有し，自主的に助け合い，学び合う姿や，学校を支え
る地域の方と協働している姿は児童・生徒にとって手本となることでしょう。校務情
報化はこのような協働環境をＩＣＴで整備することを目指しています。

～合い言葉～
「情報の絆でつながり 協働し

輪を広げて 校務情報化」

教職員間の情報交換ツールとしてのOne Note活用

校務の効率化や共有化，事務の均質化を図る校務用テンプレートの活用

学校教育への理解，信頼，協力を得る学校情報の発信

○ 担当者の負担軽減のために掲載内容を精選

○ 更新はＷｅｂページ：月１回程度 ブログ：週１回程度

○ 「開かれた学校」「地域に根差した学校」を具現化

○ 新ブログの提案

ブログ活用や
Webページのパターン化

先生方の負担を
少しでも減らしたい

教育の質の改善教職員間の
コミュニティ形成

校務用テンプレートの活用～学校間の共有化・OJTで人材育成へ～
OneNoteの活用～教職員間の意思疎通～
学校情報の発信～保護者・地域との連携～

校務の情報化が進んだ職員室の一例
「教育の情報化に関する手引」より

（平成22年 文部科学省）

平成25年度の調査によると

○ ICTの活用が校務の負担
軽減につながる

○しかし,児童生徒と向き合う
時間確保にはつながって
いない

日常的な機能 定期的な機能

○必要と感じる機能の分析

ゆとりを生み出す校務の情報化

ICTの活用場面の拡充
テンプレートの活用

校務支援システム導入への期待

○調査結果から見えること

OJTで教え合い，学び合う教職員間
のコミュニティづくりを意図的に仕掛
けましょう！

教育の質の改善

情
報
の
共
有
化

学
校
の
協
働
化

コミュニティ形成

○ 学校経営用と学年学級経営用に整理 ○ 会計簿テンプレート ○ 学校日誌テンプレート

～学校間の共有化・OJTで人材育成へ～

○週めくり方式○日めくり方式 ○職員会議資料をリンクで貼付

～教職員間の意思疎通～

～保護者・地域との連携～

・行事を年度初めに入力
・出欠や出張等は毎日入力
・印刷は，ボタン一つでOK

・物購・清算・単価を
入力すると出納簿に反映

情報の共有化（Sharing）

校務情報の定型書式化
（Template）

校務情報の整理・整頓
校務情報を活用した研修

学校の協働化(Collaboration) 

＜校内＞OneNoteの活用
・目標の共有
・助け合い ・自主，自律
・責任 ・尊重
＜校外＞Web活用
・保護者・地域との連携
・学校からの情報発信
・学校の公共性

・会議時間の短縮に効果的
・ペーパーレス化＝コストダウン

情報の共有化（Sharing）

学校の協働化（Collaboration）

・教職員間の共通理解や協働性の深まりへの期待

・150以上のテンプレートの中から
用途に応じて利用可能
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